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訟もす-

市民のうごき

昭和57年11月末現在

人口 39可808人 (ー12)

男 18，998人(+2) 

女 20，810人(ー14)

世帯数 12，235世帯 (ート12)

面積 240.93平方キロメートル

昭和58年 1月1日発行 発行大洲市役所 編集:市長公室

今年一年生になる喜多幼稚園の園児

時けま(てがめてεうはいます

減倒的8~ え包

今月の納税
砂市県民税( 第4期) 納期
砂国民健康保険税(第5期) 1月31日
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み
け
ま
し
て
わ
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す。
昨
年
も
多
難
な
一
年
で
し
た
が
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
「
福
祉
と
安
定
」
を

求
め
て
精
一
杯
頑
張
り
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
に
心
か
ら
成
語
申
し
あ

げ
ま
す
と
と
も
に
、
新
し
い
年
を
お
健

大
洲
市
議
会
議
長

大洲市民憲章

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
る
に
当
た
り

市
議
会
を
代
表
し
て
市
民
の
皆
様
に
、

つ
つ
し
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申

し
あ
げ
ま
す
。

近

白旦

秋

田

や
か
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
喜

び
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
で
、
昭
和
五
十
八
年
は
奨
亥
(
み

ず
の
と
い
)
で
す
。
今
年
は
、
こ
の
干

支
(
え
と
)
を
考
え
る
こ
と
で
年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
九
尖
亥
は
干
支
六

十
年
の
最
後
の
年
で
す
。
来
年
は
甲
子

(
き
の
え
ね
)
で
、
最
初
の
年
で
す
。

こ
の
奨
亥
と
い
弓
手
は
大
変
な
年
で
す
。

ま
ず
、
奨
に
手
偏
を
加
え
る
と
撲
に
な

り
ま
す
。
撲
の
意
は
二
つ
あ
り
、
一
つ

は
撲
一
(
き
い
つ
・
同
じ
道
を
た
ど
り

世
が
泊
ま
る
の
意
)
で
、
も
う
一
つ

は
一
撲
(
い
っ
き
)
で
す
。
世
の
中

新
春
の
}炉泳

、ー

あ

稲

葉

ヲミ
同局

私
は
、
昨
年
十
月
議
長
就
任
以
来
、

先
輩
各
位
が
築
か
れ
ま
し
た
「
融
和
と

協
調
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
こ
れ
を

堅
持
し
継
承
す
べ
く
市
政
の
伸
展
の
た

，
め
微
力
を
傾
注
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
市
政

の
諸
施
策
も
順
調
に
進
め
ら
れ
、
着
々

と
、
そ
の
実
を
結
び
つ
つ
あ
り
ま
す
こ

と
は
、
こ
れ
ひ
と
え
に
市
民
の
皆
様
の

ご
支
援
ご
協
力
の
た
ま
も
の
で
あ
り
ま

し
て
、
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

が
安
定
に
向
う
か
、
混
乱
に
陥
る
か
多

事
多
難
を
含
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
亥

は
、
十
は
F

仁
を
表
わ
し
次
は
男
女
が
交

わ
り
子
を
持
つ
姿
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
前
の
奨
亥
は
大
正
十
」
一
年
で
す

O

A
7
の
様
相
は
、
こ
の
大
正
十
二
年
前
後

と
類
似
し
て
い
ま
す
。
こ
の
年
に
は
、

外
国
か
ら
の
圧
迫
が
厳
し
く
、
国
内
で

は
不
況
が
続
き
、
内
閣
は
長
続
き
せ
ず
、

し
か
も
各
地
で
一
撲
が
起
こ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
も
、
最
終

的
に
は
、
撲
を
一
に
す
る
こ
と
が
で
き
、

次
の
新
し
い
時
代
を
創
造
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
先
人
達
は
、
立
派
に
歩

ん
で
き
て
い
る
の
で
す
。

昭
和
五
十
八
年
、
国
の
内
外
と
も
多

く
の
難
関
を
か
か
え
て
い
ま
す
。
特
に

最
近
、
そ
の
感
を
強
く
し
ま
す
。

さ
ザ〉

八
十
年
代
は
、
激
動
・
混
迷
の
時
代
、

地
方
の
時
代
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
経
済
優
先
よ
り
生
活
優
先
へ
、

無
限
よ
り
有
限
へ
、
一
般
よ
り
個
性
へ
、

中
央
よ
り
地
方
な
ど
そ
の
変
革
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
昨
年
は
、

ご
承
知
の
と
お
り
内
外
の
諸
情
勢
は
極

め
て
厳
し
く
、
明
確
な
方
向
付
が
な
い

ま
ま
、
混
迷
の
中
で
暮
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
迎
え
た
本

年
は
、
十
二
支
最
後
の
「
亥
」
の
年
で

あ
り
ま
す
。
猪
突
(
ち
ょ
と
つ
)
猛
進

が
そ
の
象
徴
な
ら
ば
、
慎
重
を
期
し
て

広
い
視
野
に
た
っ
て
進
路
を
見
定
め
、

事
に
臨
ん
で
は
、
積
極
果
敢
に
そ
の
実

そ
れ
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、

そ
の
方
法
は
な
か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ

ん
。
誰
か
が
そ
の
方
法
を
見
い
出
す
と

一
一
一
口
つ
で
も
、
ま
た
無
理
な
話
で
す
。

私
は
、
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
、
そ
れ

ぞ
れ
が
A
墨
田
を
決
め
、
一
灯
一
隅
(
一

つ
の
明
り
が
一
つ
の
隅
を
照
ら
す
、
転

じ
て
、
人
自
ら
が
光
を
発
し
自
分
の
周

囲
を
明
る
く
す
る
の
意
)
を
行
う
ほ
か

に
な
い
と
考
え
ま
す
。

傍
観
し
て
、
つ
ご
う
の
い
い
偶
然
の

幸
福
を
願
っ
て
も
い
け
ま
せ
ん
。
お
互

い
の
力
を
併
せ
て
、
こ
の
難
局
を
切
り

抜
け
る
こ
と
を
誓
い
、
ま
た
、
市
民

み
な
さ
ん
に
と
り
ま
し
て
、
こ
の
年

が
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
念
じ

ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

現
に
向
っ
て
取
り
組
む
年
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
今
年
は
、
最
重
要
課
題
で
あ

る
財
政
再
建
と
い
う
命
題
の
も
と
に
行

わ
れ
る
「
行
政
改
革
し
の
年
で
あ
る
と

と
も
に
、
当
市
に
あ
っ
て
は
新
庁
舎
の

建
設
に
向
け
て
大
き
く
動
き
出
す
飛
躍

の
年
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
社
会

情
勢
の
変
化
の
中
で
、
市
民
生
活
優
先

へ
の
施
策
と
そ
の
対
応
が
緊
急
の
課
題

で
あ
り
ま
す
。

私
ど
も
議
会
と
し
ま
し
で
は
、
い
っ

そ
う
熱
意
を
も
っ
て
執
行
機
関
と
一
体

と
な
っ
て
最
善
を
尽
し
た
い
と
存
じ
ま

す
。
尚
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
謹
を
お
願

い
申
し
あ
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

市
庁
舎

竹
月
刊
日
着
工

工
事
の
安
全
を

願
い
起
工
式

大
洲
市
庁
舎
の
起
工
式
が
十
一
月
十

四
日
、
旧
庁
舎
跡
地
の
庁
舎
建
設
現
場

で
近
田
市
長
、
稲
葉
議
長
、
米
沢
建
設

委
員
長
ら
関
係
者
五
十
人
が
出
席
L
て

行
わ
れ
、
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し

た。
建
設
さ
れ
る
市
庁
舎
は
、
鉄
骨
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
地
下
一
階
、
地
上

五
階
で
す
。
総
面
積
六
千
二
百
九
十
五

平
方
灯
、
総
工
費
十
億
四
千
三
百
万
円

で
す
。
昭
和
五
十
九
年
三
月
の
完
成
を

め
ざ
し
て
工
事
に
と
り
か
か
り
ま
す
。

五
十
九
年
の
春
に
は
、
大
洲
市
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
完
成
す
る
も
の
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。愛

欝
習
が

く
わ
入
れ
を
す
る
近
田
市
長
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今
年
こ
そ
は
:
:
:

明るい市づくりにつとめる

ぼ
く
は
、
去
年
、
お
な
か
が
い
た
く

一
学
期
全
部
休
ん
で
し
ま
っ
た
。
通
院

し
て
い
た
が
、
最
後
に
は
入
院
を
し
た
。

そ
の
時
は
つ
ら
か
っ
た
。

ぼ
く
は
陸
上
が
大
好
き
だ
。
十
月
の

市
内
陸
上
競
技
大
会
に
は
、
五
年
の
部

六
十
目
走
に
出
場
し
た
。
八
月
に
退
院

し
て
聞
も
な
い
の
で
不
安
だ
っ
た
が
、

や
っ
と
の
こ
と
で
優
勝
で
き
た
。
長
い

入
院
生
活
の
後
だ
け
に
ほ
ん
と
う
に
う

れ
し
か
っ
た
。

今
年
こ
そ
は
、
体
に
気
を
つ
け
て
、

何
事
に
も
く
じ
け
ず
、
勉
強
に
ス
ポ
ー

ツ
に
頑
張
っ
て
、
み
ん
な
に
心
配
を
か

け
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

人
の
輸
を
広
げ
て
・
-
@

新谷・二軒茶屋

橋本賢造さん
(35歳)

そ
ろ
そ
ろ
年
頃
な
の
で

i

こ
の
間
、
成
人
式
を
終
え
た
ば
か
り

な
の
に
、
月
日
が
た
つ
の
は
早
い
も
の

で
、
は
や
二
十
四
歳
に
:
:
:
二
十
歳
を

過
ぎ
る
と
早
い
と
い
ト
フ
の
が
実
感
で
す
。

高
校
を
卒
業
し
、
青
年
団
に
入
り
五

年
た
ち
ま
し
た
。
先
輩
の
指
導
が
良
か

っ
た
の
か
、
よ
く
続
い
た
と
自
分
で
も

驚
い
て
い
ま
す
。
活
動
を
通
じ
て
、
多

く
の
友
達
も
で
き
、
地
域
の
人
と
の
交

流
も
で
き
勉
強
に
な
り
ま
す
。
入
っ
て

本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
、
青
年
団
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
そ
ろ
そ
ろ
年
頃
な
の
で
、
結
婚
の

方
も
頑
張
ら
な
く
て
は
・
・
:
:柳沢・田処

徳岡九利美さん
(23歳)

二
十
歳
代
で
は
、
気
に
も
と
め
て
い

な
か
っ
た
年
齢
に
届
き
ま
し
た
。
三
回

目
の
年
男
、
三
十
六
歳
|
1
t

干
支
の

H

い
の
し
し
H

の
と
お
り
で
、

突
進
の
み
で
、
わ
が
ま
ま
と
知
り
つ
つ

我
を
押
し
通
し
た
今
ま
で
で
し
た
。
し

か
し
、
今
年
か
ら
は
、
「
三
歩
進
ん
で

二
歩
退
く
し
の
心
境
で
、
老
後
、
子
供

の
将
来
、
家
族
の
健
康
な
ど
を
考
え
る

年
齢
に
な
り
ま
し
た
。

母
を
訟
っ
か
し
く

患
い
ま
す

平野・平地

谷田梅子さん
(47歳)

小
学
五
年
の
時
、
終
戦
を
迎
え
ま
し

一
た
が
、
戦
中
戦
後
の
食
糧
難
時
代
の
忍

一
ん
だ
思
い
出
は
、
脳
裏
を
離
れ
ま
せ
ん
。

昭
和
三
十
年
に
結
婚
し
、
二
男
二
女

一
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
四
年
前
に
義
母
が

一
亡
く
な
り
、
家
の
切
り
盛
り
を
私
が
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
母
か
ら
学
ん

一
だ
こ
と
を
な
つ
か
し
く
思
い
返
し
ま
す
o

-
農
産
物
も
過
剰
、
ぎ
み
で
、
物
が
豊
富
な

一
時
代
に
な
り
ま
し
た
が
、
末
恐
し
い
気

-
も
し
ま
す
。

四
固
め
の
年
女
を
迎
え
、
家
族
の
健

一
康
を
願
い
、
人
と
人
と
の
和
を
大
切
に

一
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
の
行
改
で
大
洲
郵
便
局
に
統
合

と
な
り
、
郵
便
行
務
に
情
熱
を
燃
や
し

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
私
一
人
で
で

き
る
仕
事
で
な
く
、
家
族
、
職
場
の
仲

間
、
上
司
、
そ
し
で
利
用
者
の
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。

人
間
の
横
の
輪
、
縦
の
輪
を
広
げ
、

幸
福
な
家
庭
を
土
台
と
し
て
、
市
の
発

展
の
た
め
に
微
力
な
が
ら
役
立
ち
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

部
年
中
に

4

H

四
万
都
市
大
洲
u

誕
生
か

南
予
の
玄
関
都
市
と
し
て
発
展
が
期

待
さ
れ
て
い
る
大
洲
市
は
、
昭
和
五
十

八
年
中
に
四
万
都
市
に
な
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

一
大
洲
市
の
人
口
は
、
昭
和
三
十
年
の

一
四
万
六
千
八
百
十
六
人
(
国
勢
調
査
)
が

一
最
高
で
、
ぞ
れ
以
降
減
少
の
一
途
を
た

…
ど
り
ま
し
た
が
、
昭
和
五
十
年
代
に
人

一
り
増
加
の
傾
向
を
見
せ
て
い
ま
す
。

吋
大
洲
市
住
民
基
本
台
帳
に
よ
り
ま
す

…
と
、
昭
和
五
十
五
年
一
月
以
降
、
毎
月

一
平
均
約
二
十
五
人
増
加
し
て
い
ま
す
o

m

年
別
に
み
ま
す
と
、
昭
和
五
十
五
年
が

一
三
百
六
人
、
五
十
六
年
が
三
百
六
十
人

一
五
十
七
年
が
百
九
十
人
増
加
(
十
一
月
今

一
末
現
在
)
し
て
い
ま
す
。

一
両
骨
盛
期
閣
出

一
圏
万
都
市
大
洲
は
い
つ

日召
手口
五
十
七
年
十

月

山日事
在
σ〉
大

大洲市の人口推移

行主基による、 3カ月ごと)

40，000 

900 

800 
39守769

39，627 
洲
市
住
民
基
本
台
帳
の
人
口
は
、
三
万

九
千
八
百
八
人
で
す
。
さ
て
、
大
洲
の
日

人
口
が
か
四
万
人
。
に
達
す
る
の
は
、
一

い
つ
で
し
ょ
う
か
。

ク

イ

ズ

応

募

要

項

…

四
万
人
に
達
す
る
年
月
日
を
予
想
し
…

て
く
だ
さ
い
。
官
製
ハ
ガ
キ
に
予
想
年
…

月
日
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
記
入
し
山

て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

賞
品
・
正
解
者
に
記
念
品
(
正
解
者
な
一

い

場

合

は

、

最

も

近

い

人

)

…

@
正
解
に
近
い
五
名
に
大
洲
市
誌
な
ら
…

び
に
最
新
市
勢
要
覧

〆
切
昭
和
五
十
八
年
三
月
末
日
一

そ
の
他
こ
の
ク
イ
ズ
に
関
す
る
わ
間
一

い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
一

市
役
所
関
係
者
の
応
募
は
、
ご
遠
慮
く
一

だ

さ

い

。

一

送
り
先
一
T

市
大
洲
市
大
洲
交
己
|
一
一

大
洲
市
役
所
市
長
公
室

人
口
予
想
ク
イ
ズ
係

39.436 
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おおず一一一 (4)一広報

日昭和田年度上半期J

。大渉怖

噌覇量一
大洲市財政状況等に関する条例、むよび地方公営企業法第40条の 2の規定

により、昭和57年 4月 1日から昭和57年 9月初日まで(日目平日57年度上i半期)の

本市財政状況および業務状況を次のとおり公表します。

昭和57年11月30日

瓦瓦〕

手火

7守082Jjド1
1 i意6，512万円

，三壬2

Eヨ田近大洲市長

l億3，648万円

2 i意9、012万円
(歳入)

90億9，286万円

29億4，881万円

予算

執行額

901:意9，286万円

35i意4，695万円 2，283万円
，-----，. 1倍 414万円

予算

執行額
6、313Jji工J

1億3，458万円

7，712JJfl1 
2倍、 468万円

5，443万円
11:意2、850万円執行客員仁王j

f淳書目隠TIJ ]億7可 581力Pl
3億6，202JiPl

4!;雪上203Jff11 
8億5可104Jffl1

31.意5，136hfll
10億9、507Jf円

2 f怠9，203JjドJ
12億1，922JjPl

3 fE4， 754 Jffll 
14億 720万円

2 f意3可 009力[1円
2 i，f!t3，008万円

4 i，き2，453万円 恒三寸国庫支出金
;三豆豆重吉田万円...ー目'♂..♂:山田 1l.9%

100万['1 
2億4，100万円

71.意5，083JjPl

111.意170万Pl

民 生 費 位i三三与斗_9_i意303万flj
30.6% γ:主主主主主どょっ叫ん・，"，-.-.".-.回目:;:2.5億4，666万円ー¥斗

一一一一一一片寸Z寵正833~万同T力 j 地方交付税
也盆俳句844川II::::::三位..・以ー:・ー役目..注し竺主竺

201.意

特
盟
会
計
の
状
況

10fJき101吉20億

国民健康保険

告
予算現額 19億7，266万円

収入済額 6億5，966万f11

支出済額、 6億8、950万円

差 ~ I ム 2可984万円

国保診療所

四
場

(
町
年
し
し
半
期

2‘908万円

1，170万円

794万円

376万円

予算現額

収入済額

支出済額

差引

3、006万円

I、437万円

1，337万円

100万円

予算現額

収入浴額

支出済額

差 ~I

539万円

5万円

74万円

69万円

[t一言

午J

ム



ー (5)一一一一一広報 おおす

静穏と綾瞬間撒ょ:
昭和57年度上半期

固定資産税 市民税
3億7，152万円(34.4%) 5億4，856万円(50.8%)

ad 
1人当り 9，342円 l人当り 13，794円
1世帯当り 30，430円 1世帯当り 44，931円

電気税 たばこ消費税
5，526万円(5.1%) 7.446万円(6.9%)

t告示瞬時;削減滋j昭和222

人件費
8f;意8，336万円

30，0% 

/ι 
何諜~ 壁手

公 債 費
4億1.176万円

13.9% 

1人当り 1、390円 l人当り 1，872円
l世帯当り 4，526円 1世帯当り 6，099円

区分

般
J2L 35 

計

特
別
メ会、
:A 

言十

ZEL コ

その他
軽自動車税

特別土地保有税

木材取引税

3噌071万円(2.8%)

l人当り 772円
1世帯当り 2，515円

公 債費の状況
昭和57年 9月30日現在

{j_!j-日 入 先 件数 1見 f責 百j

大 蔵 省、 124 351.意3，965万円

郵 政 省 51 11億3、553万円

そ σ〉 f也 84 17億7，128万円

づ、 259 64億4弔 646万円|

大 l歳 tぎ 7 lf:言、1，298万円

郵 政 省 22 3億2，913万円

J十 29 4{;意4，211万円

J十 288 68i.意8，857万円

1 人当りの 額 173，215円

1世帯当りの額 564，221円

C事書韓議:蓄すの状濁) 住宅新築資金
等貸 付 事 業

昭和57年度上半期

事業会計名 総収益 総費用 当期純利益

エ業用水道 301万円 159万円 142万円 一五在
水道事業 l億4，318万円 l億1，307万円 3，011万円

予算現額 1億5，104万円

収入済額 1、865万円

国民宿舎 5、211万円 4，485万円 726万円 支出済額 6、903万円

病 院 5億4，166万円 4億8‘490万円 5，676万円 差引ム 5、038万円

補助費等

4{;意4，847万円
15.2% 

市有期産の状況
昭和57年 9月30日現在

干重 日IJ 面積など 金 書長

宅 士也 448，503m' 9 f意4，804万円

lLJ 中本 2，839，166 m' 4、291万円

田 何回 99，836πf 124万円

雑種地 13_079m' 1，134万円

建 物 142，338m' 58{)意4，522万円

，'[_ 木 目、318m' 3 f;意6，496:.庁1']

財政調整基金 71意5，225万円

大洲市国民健康保険財政調整基金 2，884万円

土地開発基金 1億t7、032万円

その他特定目的基金 3，692万円

げ 資 金 2、412万円

正十 10億1，245万円

l土地取得造成 交通障害保険

樹量L 援~
予算現額 814万円 予算現額 675万円

収入済額 77万円 収入済額 700万円

支出済額 。万円 支出済額 643万円

差引 77万円 差引 57万円



I昭和的年大捕の出来事j
成
人
を
祝
い
寒
中
主
流

(
1
・

5

成
人
の
日
に
肱
川
橋
上
流
で
、
寒
中
水
泳

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
三
歳
か
ら
六
十
一

歳
ま
で
の
九
十
一
人
が
初
泳
ぎ
を
し
て
成
人

式
を
祝
い
ま
し
た
。

徳
森
児
童
セ
ン
タ
ー
開
館

(
4
・
却
)

児
童
の
健
全
育
成
を
願
い
、
徳
森
地
区
に

児
童
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
セ
ン

タ
ー
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
、

四
百
四
十
八
平
方
メ
ー
ト
ル
、
総
工
費
六
千

万
円
で
す
。

四
国
市
長
会
大
淵
市
で
開
催

(
5
・
世
)

五
月
十
二
日
、
市
民
会
館
に
お
い
て
第
七

十
二
田
市
長
会
議
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
四
国

四
県
三
十
市
の
市
長
と
関
係
者
百
人
が
集
ま

り
、
地
方
都
市
の
か
か
え
る
問
題
に
つ
い
て

討
議
し
ま
し
た
。

大洲勤労者体育センター完成(4・1)
運動公園内に、大洲勤労者体育セ

ンターが完成し、 4月 1日より供用
を開始しました。建物は鉄筋コンク
リート造平屋建、 978.6平方作、総工
費 1億 1，500万円です。

うかい、天鰻不顕に泣く (6.1~9 ・ 15)
大m略物の“うかい"は、今年も

6月から 9月まで行われましたが、
天候不順にたたられて、一昨年を下
回る成績でした。

4 
25 つつじまつり(~ 5・15) 8 広域農道。荒問地トンネル 5 新谷スポーツ少年団、県少

月
27 臨時市議会(第170回) (蔵JII~梅)1 1 )開通 l 年サッカ一大会で優勝

30 徳森児童センター完成 31 20 新谷小屋内運動場が完成 15 成人式、寒中水泳大会

26 臨時市議会(第169回)
月

21 市庁舎整備委員会最終答申

5 
8 新就職者激励大会 27 桜まつり(~ 4・25) 25 八多喜祇園まつり

月
8 母の日のつどい

27 平野幼稚園改築が完成
12 四国市長会大洲市で開催

月 28 平小学校増改築が完成 1 大洲市農地銀行関居
2 

1 うかい閉幕(~ 9・15) 30 大i)'i'!東中学校改築が完成
月

10 臨時市議会(第167回)

1~ しょうぶ・ほたるまつり 26 ゴミュニティ推進大会

6 14 清流園に 3次処理施設完成 l 大洲勤労者体育センター
4 

18 肱川をきれいにする協議会 (運動公園)供用開始
3 

7 消防出初め式

月 21 6月定例市議会(第171回
fl 

17 第 l回大洲市庁舎建設委員 8 3月定例市議会(第168回
月

~30 日) 会開く ~19 日)



幼児プールオープン (7・ 1) 
運動公園に一昨年の水泳プールに続

いて幼児プールが完成し、 7月 1日に
オープンしました。 58年には、スライ
ダープールも完成し運動公園の施設は
より充実したものになります。

台風13号で市内各地に被害(8・27)
8月26日夜半から四国地方を襲った

台風13号により、 27日市内各地で被害
が出ました。写真は、大洲病院に向う
市道が冠水したもの

新谷地区、市民運動会で優勝(10・10)

昭和58年1月1日一一一一一

旧庁舎、とりこわされる (9月)
昭和25年に建築され、 32年間、市民の皆さんに親し

まれていた市役所本館は、 9月中に取りこわされまし
た。現在、 59年春の完成をめざして、新庁舎の工事が
進められています。

百人委員会発是 (7・8)
体育の日に運動公園陸上競技場で 1万人の

市民のみなさんが参加して、市民運動会が開
かれました。地区対抗では、四年ぶりに新谷
地区が優勝しました。

大洲市を考える百人委員会が 160人の委員
の参加をえて、 7月 8日に発足しました。こ
れからの大洲の姿を模索するため、 57年中に
計 5回の委員会が開かれました。

2 臨時市議会(第174回) 1 市役所仮庁舎に移転(~5) 1 幼児プールがオープン
9 

n 2 商工まつり (~4 日)
月

4 第 3国百人委員会 守 1 一部で不燃物収集月 2回に

7 大iJH.喜多シンポジウム 18 大洲市老人クラブ大会 3 農村定住促進センター完成

14 大洲市庁舎起工式 月 8 第 l回百人委員会開催

18 大洲市合同追悼式 2 大洲市議会議員選挙、 24人 18 郷土美化運動

25 大洲市社会福祉大会兼大洲 の新議員決まる

市障害者福祉大会 6 臨時市議会(第173回)、議 3・4 大洲川まつり
10 

長に稲葉寄議員、副議長に 20 9月定例市議会(第172回

5 大洲西道路開通、開通を祝 往田千鶴亀議員を選出 8 -28日)
12 10 市民運動会、新谷地区 4年 22 新谷中サッカ一部、全国い“道路まつり"

月 10 12月定例市議会 (175回~ 月
ぶりに優勝 大会でベスト 8に進出

12.18) 
12 第 3回百人委員会 月 25 第 2回百人委員会

25 もみじまつり (~11 . 30) i 27 台風13号大洲に被害



(8) おおず広報

{大瀬.'欝多シンポジウム;

I奇い教養を身につける

肱川漏域圏の自立をめざして

麗
・
工
・
観
光
業
を
つ
な
ぐ

健康なからだをっくり、

こ
の
分
科
会
に
は
約
二
百
名
が
出
席

し
、
宍
戸
邦
彦
・
松
山
商
大
経
済
学
部

助
教
授
の
司
会
で
、
農
・
工
・
観
光
の

あ
り
方
や
こ
れ
か
ら
の
方
向
付
に
つ
い

て
熱
心
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

農
業
の
展
望

大
洲
・
喜
多
地
方
の
基
幹
産
業
は
農

業
な
の
で
す
が
、
現
状
は
低
落
傾
向
に

あ
り
、
農
業
の
活
性
化
は
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
活
性
化
の
道

は
、
自
立
し
た
農
業
、
汗
よ
り
も
知
恵

三好京三氏の記念講演

大
洲
市
を
考
え
る
百
人
委
員
会
の
一
環
と

し
て
、
大
洲
市
、
喜
多
郡
町
村
な
ど
の
共
催

で
州
大
洲
・
喜
多
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
白
山
、
が
十

一
月
七
日
、
大
洲
農
協
で
開
か
れ
ま
し
た
。

「
農
・
工
・
観
光
を
つ
な
ぐ
」
と
「
温
和

な
風
土
と
人
づ
く
り
し
の
二
つ
の
分
科
会
に

わ
か
れ
て
三
時
間
半
あ
ま
り
に
わ
た
り
熱
心

な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
直
木

賞
作
家
の
三
好
京
三
氏
が
記
念
講
演
を
行
い

ふ
る
さ
と
に
生
き
る
心
を
語
り
ま
し
た
。

を
出
す
農
業
を
目
ざ
す
以
外
に
方
法
は

な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

具
体
的
に
は
、
農
産
品
を
そ
の
ま
ま

市
場
に
送
り
出
す
の
で
は
な
く
、
農
産

品
の
付
加
価
値
を
高
め
て
市
場
で
の
競

争
力
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。
現
に

畜
産
分
野
で
は
、
加
工
工
場
な
ど
を
備

え
て
加
工
を
し
た
形
で
市
場
へ
送
り
出

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
営
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
を
中
心
と
し
た
地
域
の
謹
合
化

規
模
の
拡
大
、
技
術
革
新
な
ど
も
当
然

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

観
光
の
こ
れ
か
ら

大
洲
・
喜
多
に
は
、
我
々
が
見
落
し

が
ち
な
自
然
と
調
和
し
た
個
性
的
な
観

光
資
源
が
豊
富
に
あ
り
ま
す
。
が
、
豊

か
な
人
情
が
わ
ざ
わ
い
し
て
、
観
光
客

を
受
け
入
れ
る
体
制
の
整
備
が
遅
れ
て

い
ま
す
。
通
過
観
光
で
な
く
、
大
洲
・

喜
多
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
観
光
へ

の
道
の
模
索
が
必
要
で
す
。

そ
れ
に
は
、
狭
い
視
野
で
な
く
広
域

的
観
光
構
想
の
開
発
が
望
ま
れ
ま
す
。

温
和
な
風
土
と

人
づ
く
り

百
三
十
人
が
参
加
し
、
大
洲
・
喜
多

の
風
土
・
気
質
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

剛
強
な
気
質
が
本
来
の
姿

現
在
の
大
洲
人
は
、
温
和
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
江
戸
、
明
治
中
期
ま
で
は

印
刷
強
H

と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
明
治
中
期
以
降
の
養
蚕
、
製
糸

の
繁
栄
に
よ
り
経
済
的
安
定
が
図
ら
れ
、

徐
々
に
そ
の
気
質
が
失
わ
れ
て
い
き
ま

し
た
。混

迷
の
時
代
と
い
わ
れ
る
現
代
、
大

洲
人
の
中
に
あ
る
剛
強
の
気
質
、
ま
た

過
去
の
歴
史
で
も
一
五
す
よ
う
な
進
取
の

気
質
を
確
認
し
、
次
代
を
引
き
継
ぐ
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

分
科
会
の
討
議
終
了
後
、
直
木
賞
作

家
・
二
一
好
京
三
氏
の
円
ふ
る
さ
と
に
生

き
る
H

と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ど
こ
の
ふ
る
さ
と
に
も
悪
い
面
と
良

い
面
が
あ
る
。
悪
い
面
か
ら
目
を
そ
ら

さ
ず
、
良
い
面
を
重
点
的
に
伸
ば
す
こ

と
が
大
切
で
す
。
と
語
り
ま
し
た
。

愛
媛
県
知
事
選
挙

明
る
い
政
治
に
つ
な
が
る
こ
の

1
月
四
日
に
投
票

期
間
十
二
月
一
一
十
一
日
1
一
月
十
四

日

場
所
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー

投
票
で
き
る
人

年
齢
昭
和
三
十
八
年
一
月
十
六
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人

昭
和
五
十
七
年
九
月
十
九
日
以

前
の
転
入
届
出
者

政
治
の
主
役
は
私
た
ち
で
す
。

み
ん
な
で
明
る
く
、
き
れ
い
な
選
挙

を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

一
月
十
五
日
(
土
)
は
、
愛
媛
県
知

事
選
挙
の
投
票
日
?
す
。
私
た
ち
の
代

表
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
悔
い
の

な
い
一
票
を
投
じ
た
い
も
の
で
す
。

投
票
日

一
月
十
五
日
(
成
人
の
日
)

午
前
七
時
1
午
後
六
時

不
在
者
投
票

投
票
日
に
、
仕
事
な
ど
の
「
や
む
を

得
な
い
事
情
し
で
投
票
所
に
行
け
な
い

人
の
た
め
に
、
不
在
者
投
票
制
度
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

{貰1
1却 i

Z喜!
Eぁ;
含ま

今
年
も
償
却
資
産
の
申
告
時
期
に
な

り
ま
し
た
。

償
却
資
産
と
は
・
・
:
:

土
地
お
よ
び
家
屋
以
外
の
事
業
用
資

産
を
い
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
構
築

物
、
機
械
・
装
置
、
船
舶
、
車
輔
・
運

搬
具
、
工
具
・
備
品
な
ど
で
す
。
こ
れ

ら
の
資
産
で
、
そ
の
減
価
償
却
額
(
費
)

が
法
人
税
法
ま
た
は
所
得
税
法
の
所
得

計
算
上
、
損
金
ま
た
は
必
要
経
費
に
算

入
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

申
告
の
必
要
の
な
い
も
の

申
耐
用
年
数
が
一
年
未
満
の
も
の

冨
ホ

f主
戸斤円

贈
ら
な
い
求
め
な
い
受
け
取
ら

な
い
山
の
三
な
い
運
動
で
き
れ
い
な
選

挙
を
。大

洲
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

大
洲
市
選
挙
管
理
委
員
会

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
6
9



自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る

第
一
回
大
洲
市
健
康

H

つ
く
り
推
進
大
会

おおず

市
民
の
健
康
守
つ
く
り
を
推
進
し
よ
う

と
十
一
月
二
十
七
日
、
市
民
会
館
大
ホ

ー
ル
に
ι
お
い
て
、
瓦
百
人
が
参
加
し
て

「
第
一
同
大
洲
市
健
康
、
つ
く
り
推
進
大

会
」
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

近
年
、
市
民
の
健
康
は
平
均
寿
命
の

伸
長
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
著
し
く
改
葬

さ
れ
ま
し
た
が
、
年
齢
構
成
の
老
齢
化

が
進
み
、
不
適
切
な
栄
養
摂
取
、
運
動

不
足
な
ど
に
よ
る
各
種
成
人
病
の
増
加

が
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、

内
白
分
の
健
康
は
白
分
で
守
る
H

と
い

う
認
識
の
も
と
に
、
市
民
の
健
康
を
願

っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
午
前
十
時
か
ら
始
ま
り
、

「
私
た
ち
の
健
康

P

つ
く
り
し
に
つ
い
て
、

亀
旧
ツ
ヤ
子
さ
ん
(
大
洲
)
、
菊
地
悦

千
さ
ん
(
平
野
)
、
矢
肝
種
子
さ
ん
(
大

川
)
の
一
一
一
人
は
、
白
分
た
ち
の
体
験
を
通

じ
て
の
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
愛
媛
大
学
教
段
・
渡

辺
五
氏
の
「
新
し
い
健
康
守
つ
く
り
」
と

題
し
た
特
別
講
演
が
行
わ
れ
、
聴
衆
の

共
感
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

栄
養
と
運
動
と
休
養
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
日
常
生
活
を
実
践
し
、
「
什
分
の

健
康
は
向
分
で
守
る
」
と
い
う
こ
と
の

大
切
さ
を
確
認
し
ま
し
た
。

保膏関聾男を襲襲
1月681Pら霊付

昭
和
五
十
ぺ
年
間
け
か
ら
、
保
育
所

に
入
所
を
希
望
さ
れ
る
み
な
さ
ん
に
対

し
て
、
次
の
要
領
で
交
付
を
い
た
し
ま

よ
φ
J
O

入
所
で
き
る
児
童

次
の
よ
う
な
理
由
で
、
家
出
で
川
ん
km

の
保
育
が
で
き
な
い
場
介
。

V
母
親
が
就
労
し
て
い
る

V
母
親
の
い
な
い
家
出

wv

ほ
脱
が
山
広
前
後
や
病
気

マ
母
親
が
病
人
の
看
諜
に
あ
た
っ
て
い

る
入
所
申
請
書
の
配
布
。
受
付

保
育
所
ま
た
は
市
制
祉
事
務
♂
叶
F
行

っ
て
い
ま
す

r

保
育
料1

月
時
自
に

成

人

式

第
一
一
一
十
五
回
成
人
式
を
一
月
十
五
日

に
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
成
人

と
な
ら
れ
た
み
な
さ
ん
は
、
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

国
の
定
め
る
徴
収
金
額

を
基
準
と
し
て
保
育
料
を

定
め
ま
す
。

保
育
料
は
、
そ
の
児
童

と
同
一
世
帯
で
生
計
を
一

に
し
て
い
る
扶
養
義
務
者

の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
そ

の
所
得
税
額
、
市
民
税
額

同
定
資
産
税
額
の
課
税
状

況
お
よ
び
児
童
の
年
齢
に

よ
っ
て
呉
な
り
ま
す
の
で

詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

V
中
請
書

軍
給
与
所
得
在
(
叶
一
帯
員
す
べ
て
の
給

う
所
得
斉
)
は
、
問
和
町
年
分
給
与

所
得
の
源
泉
徴
収
票

V

刀打一り
L
卜
じ
ド
-IJA

今

1
4
1孝
介
、
川

、円u
zバ6
A

ノ

I
I
f
-
-
f
tシ
V

ハr
ノ
む
し
い

市
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、
前
住
所
地

に
む
け
る
昭
和
五
十
仁
年
度
市
町
村

ぷ
税
制
む
よ
び
同
定
資
産
税
額
の
瑚
昨

日記正旧笠宮

i

-

f

E

 

受
付
期
間

詳
し
く
は
、
山
福
祉
事
務
所
施
設
係

に
む
問
い
九
日
わ
せ
く
だ
さ
い

醤
(
切

2
1
1
1
内
線
2
6
1
A

日
時
一
月
十
五
日
午
前
九
時
1

場
所
市
民
会
館
大
ホ
l
ル

対
象
者
昭
和
三
十
七
年
一
月
一
日

1

昭
和
三
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
。

成
人
式
は
人
生
第
二
の
ス
タ
ー
ト
の

式
典
で
す
。
式
当
日
は
、
華
美
な
服
装

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。



(10) おおず広報自然の美しさを生かし観光都市づくりにつとめる

議
一
単
純
〈
帯
端
一
一
一
端
、
一
場

外出¥一番諮問~

D
?

っ
E
;町
一
ぶ
恥
V
わ
刊
バ
九

円
、
曲
一
同
議
崩

γ

葬
場
者
会
認
可
一
一
端
、
宗

V
兵
庫
県
尼
崎
市
の
出
身
で
す
。
甲
子

園
球
場
の
そ
ば
で
す
。
育
っ
た
の
は
、

大
阪
で
す
。

V
主
人
(
武
志
さ
ん
)
と
は
、
大
阪
の

同
じ
職
場
で
知
り
あ
い
、
昭
和
四
十
六

年
に
大
洲
で
結
婚
し
ま
し
た
。

V
子
供
は
男
ば
か
り
三
人
で
す
。
長
男

は
薫
(
七
歳
・
小
一
)
、
次
男
は
優
(
四

⑩ 

五
衛
門
風
呂
に
は
驚
き
ま
し
た

菅
由
。
道
屋
敷

富
永
裕
代
(
認
歳

歳
)
、
三
男
は
祥
(
二
歳
)
で
す
。

V
生
ま
れ
育
っ
た
の
が
都
会
で
し
た
の

で
、
田
舎
の
生
活
に
あ
こ
が
れ
て
い
ま

し
た
。
住
ん
で
み
て
、
食
べ
物
も
お
い

し
い
で
す
し
、
人
が
親
切
で
住
み
よ
い

と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

V
最
初
驚
い
た
の
は
、
霧
の
深
い
こ
と

と
五
右
衛
門
風
呂
で
す
。
最
初
、
げ
た

人
と
人
の
つ
な
が
り
の
輪
の
中
か
ら
、

心
の
通
い
合
う
明
る
い
福
祉
の
町
ゃ
つ
く

り
を
推
進
し
よ
う
と
、
十
一
月
二
十
五

日
、
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

第
六
回
大
洲
市
社
会
福
祉
大
会
。
昭
和

五
十
七
年
度
大
洲
市
障
害
者
福
祉
大
会

は
約
二
百
人
が
参
加
し
聞
か
れ
ま
し
た
。

午
前
九
時
半
か
ら
聞
か
れ
た
大
会
は
、

家
庭
奉
仕
員
の
今
川
勝
子
さ
ん
な
ど
の

体
験
発
表
が
行
わ
れ
、
続
い
て
、
大
宝

寺
副
住
職
の
大
西
利
康
氏
の
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
福
祉
功

労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

終
り
に
大
会
宣
言
を
決
議
し
ま
し
た
。

宣
言
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
H

完
全
参
加
と
平
等
H

を
テ
i
マ

と
し
て
、
国
際
障
害
者
年
初
年
の
昨
年

は
、
大
洲
市
国
際
障
害
者
年
推
進
協
議

会
を
設
置
し
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
関

係
機
関
団
体
の
積
極
的
な
参
加
に
よ
り
、

障
害
者
に
対
す
る
理
解
の
輪
が
広
が
り

成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
障
害
者
が
地
域
に
お
い
て

社
会
活
動
に
参
加
し
、
健
常
者
と
同
じ

を
は
い
て
入
る
の
か
と
思
い
、
み
ん
な

に
笑
わ
れ
ま
し
た
。

V
仕
事
の
関
係
で
、
市
内
各
地
を
ま
わ

っ
て
い
ま
す
が
、
四
季
そ
れ
ぞ
れ
風
情

が
あ
り
楽
し
い
で
す
ね
。

V
最
初
は
、
大
阪
弁
が
出
た
の
で
す
が

も
う
大
洲
の
一
言
葉
に
も
な
れ
ま
し
た
o

v
主
人
は
、
や
さ
し
い
で
す
し
、
子
供

も
可
愛
が
っ
て
く
れ
ま
す
の
で
、
何
も

=
一
一
口
う
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
。

V
子
供
た
ち
は
、
大
洲
で
生
活
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

生
活
を
営
む
こ
と
は
、
ま
だ
ま
だ
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
大
会
を
契

機
と
し
で
、
市
民
総
参
加
に
よ
る
福
祉

の
心
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
、
明
る
く
豊

か
な
地
域
社
会
守
つ
く
り
を
め
ざ
し
て
ま

い
進
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。

L

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
福
祉
協
議
会
長
表
彰
隅
田
圧
太
郎

(
大
洲
)
高
月
桂
一
(
常
磐
町
)

寺
岡
キ
ヨ
ミ
(
田
処
)
矢
野
良
虎
(

東
宇
山
)
林
田
ト
ミ
ヱ
(
上
須
戒
)

池
田
富
子
(
と
み
す
寮
)
清
水
京
子

(
幸
楽
園
)
矢
野
末
光
(
士
一
呂
田
)

柳
沢
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
若
宮
青

年
団

市
身
体
障
害
者
協
議
会
長
表
彰
上
固

定
夫
(
黒
木
)
大
門
政
春
(
宇
津
)

矢
野
義
春
(
菅
田
)
岡
本
雅
儀
(
新

谷
)
上
田
惣
太
郎
(
上
須
戒
)

大
淵
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
長
表
彰
二

宮
武
夫
(
大
洲
)
谷
淵
ミ
ヤ
子
(
長

浜
)
小
倉
タ
ツ
ミ
(
柚
木
)

全
国
民
生
児
童
委
員
協
議
会
長
表
彰

東
文
道
(
平
野
)

新
刊
図
書
案
内

梅

原

猛

著

作

集

同

梅

原

猛

著

北

藤

録

伊

予

史

談

会

編

日
本
の
聖
域
8

俊
成
出
版
社

角
川
地
名
大
辞
典
出
角
川
書
底

ス
リ
1
マ
イ
ル
島
中
尾
ハ
ジ
メ
著

ブ
レ
ジ
ネ
フ
時
代
の
終
り

大
蔵
推
之
助
著

成
熟
社
会
の
流
行
現
象
電
通

バ
ナ
ナ
と
日
本
人
鶴
見
良
行
著

シ
ン
デ
レ
ラ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

C
B
ダ
ウ
リ
ン
グ
著

も
っ
と
生
き
た
い
岡
田
真
美
著

気
く
ば
り
の
す
す
め
鈴
木
健
二
著

ロ
ボ
ッ
ト
の
話
松
崎
吉
信
著

米
を
ど
う
す
る
河
北
新
報
社
編

昭
和
後
期
農
業
問
題
論
集
ロ
農
文
協

白
川
義
員
山
岳
写
真
全
集
4
小
学
館

こ
と
ば
の
文
化
史
杉
本
つ
と
む
著

日

杢

文

学

辞

典

平

凡

社

編

風

の

旅

星

野

富

弘

著

憶
え
き
れ
な
い
せ
り
ふ
芥
川
比
呂
志

家

の

中

中

里

恒

子

著

人
聞
の
宿
舎
・
他
黒
岩
重
吾
著

装
い
せ
よ
、
わ
が
魂
よ高

橋
た
か
子
著

午

後

の

微

笑

曽

根

綾

子

著

一
瞬
の
夏
上
・
下
沢
木
耕
太
郎
著

菜
の
花
の
沖
五
・
六
司
馬
遼
太
郎
著

人
生
ま
だ
昼
下
り
土
岐
雄
三
著

荻

窪

風

土

記

井

伏

鱒

二

著

北

針

大

野

芳

著

オ
ギ
l
・
マ
ー
チ
の
冒
険
上
・
下

S
・
ベ
ロ
ウ
著

書

館

図



おおず

M
M
趨

企めい福を祈り合同追悼式

11月18日、市民会館大ホールで

1，000人が参加し、第26回大洲市

合同追悼式が行われました。

戦没者や消防および公務殉職者

約 1，050人のめい福を祈りました。

広報よい風習を育て、住みよい環境をつくる

マ大洲 藤 樹 会 、 発足10周年

11月23日、中央公民館で「大洲市藤樹会J 10周

年 記念行事が 100人あまりが出席して行われまし

た。大洲ゆかりの哲人・中江藤樹の教えを現代に

生かそうと、市内の小・中学生による弁論大会や

日本藤樹学会代表の木村光徳氏の講演が行われま

した。

)
 
-l
 
(
 

v田中澄江さん他者への量を説く

11月 8日、市民会館大ホールで田中澄江さんを

迎えて文化講演会が聞かれました。五百人あまり

の聴衆を前にして、動物的な自己愛でなく、人間

的な他者愛の大切さを説き、共感を得ていました。

企 2?4人 が 参 加 、 新 谷 中Aが優勝

第22回大洲市駅伝大会

11月27日、 31チーム 274人が参加しで第22回大

洲市駅伝大会が行われました。午後 1時30分農校

前をスタートし33.6kmで日頃の健脚を競いました。

優勝チームは次のとおりです。砂中学 新谷中砂

高校一部帝京第五A 砂同二部 大洲高サ y カ一

部惨女子大洲農校修一般大洲体協

無
事
故
で
年
末

笑
顔
で
年
始

死
亡
事
故
多
発
に
ブ
レ
ー
キ
を

昭
和
五
十
七
年
は
、
愛
媛
県
下
の

交
通
事
故
に
よ
る
死
者
が
百
人
を
突

破
し
て
、
最
悪
の
状
態
で
終
り
ま
し

た。
年
末
年
始
は
、
飲
酒
す
る
機
会
が

多
く
な
る
ほ
か
、
交
通
渋
滞
が
ひ
ん

ぱ
ん
に
起
き
る
よ
う
に
な
り
、
気
ぜ

わ
し
さ
に
イ
ラ
イ
ラ
も
加
わ
り
、
交

通
事
故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

市
民
の
一
人
ひ
と
り
が
、
正
し
い

交
通
ル

l
ル
の
実
践
に
努
め
、
無
事

故
で
年
末
を
笑
顔
で
新
し
い
年
を
迎

え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

十
二
月
十
一
日
か
ら
一
月
十
日
ま

で
「
年
末
年
始
の
交
通
安
全
県
民
運

動
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
今
年

の
重
点
目
標
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ー
、
飲
酒
・
暴
走
・
過
労
運
転
の
追
放
一

2
、
老
人
と
子
供
の
安
全
確
保
一

3
、
交
差
点
3
S運
動

の

推

進

一

11月末固までの
大洲市内の交通事故

11月末 昨年周期|
現 在

f牛 書士 107 158 

負傷者 135 192 

死 者 2 2 

一一



せ

10時~15時

。

乳
幼
児

健

診

おおず

実

施

日

該

当

者

1
月
5
日
(
水
)
昭
和
町
年
9
月
生
※

1
月
日
日
(
火
)
昭
和
町
年
6
月
生
※

1
月
日
日
(
木
)
昭
和
田
年
6
月
生

1
月
四
日
(
火
)
昭
和
町
年
1
月
生
※

1
月
お
日
(
火
)
昭
和
弘
年
ロ
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
部
分

i
H時

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
健
康
手
帳

広報

三
種
混
合
の
予
防
接
種

Lコ

ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
咳
、
破
傷
風
の

三
種
混
合
予
防
接
種
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
の
で
、
対
象
の
人
は
受
け
て

く
だ
さ
い
。

該
当
者
昭
和
同
年
1
月
1
日
か
ら
昭

む 知せ』つLコ

相談ごと案内
いずれも無料ですので、お気

軽にご利用ください。

砂交通事故相談

とき 1月10日

1月20日

ところ 市 役所第三会議室

砂人権相談

と き 1月20日 13日寺一16a寺

ところ 社会福祉協議会事務局

炉 心配ごと相談

とき 1月 5日

1月10日

1月25日 ク

ところ 社会福祉協議会事務局

砂 家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

， 行政相談

と き 1月22日 10日寺~15日寺

ところ 中央公民館

急、がれる時は電話で相談して

ください。宮④3794 (玉木)

砂社会保険相談

と き 1月20日 10日寺~16日寺

ところ 大洲商工会議所

担 当松山社会保険 事 務 所

砂不動産相談

と き 1月15日 9 時~16日寺

ところ 宅地建物取 引 業 協 会 大

洲支部(常磐町側フヂエダ内)

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ

大洲隣保館(東大洲宮④6100)

大洲福祉会館(新谷E ⑤ 0947)

相談内容住民福祉に関し、生

活との悩み、人 権、交通事故

その他行政的悩み、苦情など。

しわせむ知(12) 

b
H
Pメ
ト
也
、
4

1

4

置が
K
1
4
F
J
'』

λ

凶
w

f

1

消
印
部
ー

初
め
て
妊
娠
さ
れ
た
お
母
さ
ん
を
対

象
に
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
対
象
の

か
た
は
ご
参
茄
く
だ
さ
い
。

日
程

1
月
比
日
(
金
)

妊
娠
中
の
保
健
・
体
操

1
月
お
日
(
金
)

妊
娠
中
の
栄
養
と
歯

2
月
9
日
(
木
)

お
産
の
準
備
と
経
過

産
後
の
保
健

2
月
白
日
(
金
)

乳
幼
児
の
心
理
と
し
つ
け

家
族
計
画

3
月
日
日
(
金
)

乳
幼
児
の
保
健
、
川
河
浴
実
官

時
間
と
料
金

日
時
1
日
時
五
百
円

場
所

大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

低
④
3
?
?
5

和
田
年
ロ
月
白
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
初
回

(
1
期
)
、
追
加

(
2
期
)
の
接

種
が
す
ん
で
い
な
い
人
。

料

金

無

料

持
参
品
母
子
健
康
子
帳
、
印
か
ん

地区 場 所 1回目 2 [6]目 3回目 時間

肱南 保健七ンタ 1月6日 2月3日 3月4日 1: 30-2: 30 

肱北 " l月7日 2月4日 3月4日 " 
平野 連 絡所 1月18日 2月18日 3月18日 1:20-2:00 

南久米 h l月14日 2月14日 3月14日 1 :00-1:30 

菅田 " l月12日 2月15日 3月15日 1:30-2:00 

大川 h l月17日 2月14日 3月14日 1 :00-1:30 

蔵川 蔵川中学校 l月21日 2月18日 3月18日 1:30-2:00 

柳沢 柳沢小講堂 1月12[:J 2月9[:J 3月9日 1: 00-1:30 

新谷 連絡所 1月7[:J 2月4[:J 3月4日 1:30-2:00 

一 差口 " 1月19[:J 2月18[:J 3月18日 2:00-3:00 

八多喜 農村定住セノター l月14fl 2月15日 3月15日 1 :00-1:30 

H員戒上須戒診療所 1月18日 2月18日 3月18H13:00-3:30 

13日寺一16日寺

'l 

学 母

級親

1
月
1
日
{
大
洲
中
央
病
院

1
月
2
日

一

宮

④
4
5
5
1

1
月
3
日
市
立
大
洲
病
院

宮
④
2
1
5
1

1 1 1 1 1 
ま月月月月月
::，，~， 30 23 16 15 9 
」日日日日日
ιー }一一一一一~ー一一一一

ろ大
宮洲

の④中
4 央
5 チ丙
5 s.完
1 

ρ
v
v
T
J
F
 

お
く
り
も
の

R
4
1

金

一

封

菅

田

町

矢

野

広

見

金
一
封
(
県
産
品
ま
つ
り
参
加
売
上

収
益
金
)
八
幡
浜
市
マ
ル
サ
蒲
鉾
庖

金
一
封
(
む
祭
の
さ
い
銭
の
内
)

菅
田
町
菅
田
西
子
供
会

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

水
道
管
の

・
『
9
・mw

冬
じ
た
く

水
道
管
の
冬
じ
た
く
は
す
み
ま
し

た
か
。
特
に
屋
外
で
露
出
し
て
い
る

管
は
保
護
が
必
要
で
す
。
布
ゃ
な
わ

な
ど
を
巻
き
、
そ
の
上
か
ら
テ

i
プ

を
巻
い
て
冬
じ
た
く
を
し
て
く
だ
さ

nu 
n
U
 

7
f
 

n
U
 

3
J
 

0
0
 

国
Z

T
Z
 

事41
 

水漏の自体
~ 

5-2944 

6-0537 

4-5968 

4-4410 

4-6232 

5-0901 

4-4519 

4-3792 

当委業者

城戸電業者

久保鉄工所

蔵田水道庖

佐藤水道 1吉

清水水道商会

滝田商応

土居鉄工所

中 野管工事工業

月 H

1月 1日

1月 2日

1月 3日

1月 9日

1月15日

1月16日

1月23日

1月30日

後

コレ==ロ

年
も
改
ま
り
、
新
し
い
気
持
で
ス
タ

ー
ト
し
た
い
も
の
で
す
。
日
記
を
書
き

始
め
て
も
三
日
で
終
る
こ
と
な
く
、
一

冊
の
日
記
帳
を
自
分
の
字
で
考
え
で
埋

め
た
い
も
の
で
す
。

大
洲
も
四
万
都
市
が
真
近
で
す
。
新

し
い
形
の
田
園
都
市
に
脱
皮
す
る
の
は

こ
れ
か
ら
で
す
。
(
や
)
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